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本セミナーでは、ヒトの精神症状や脳構造画像の知見を出発点

に、マウスモデルを用いてその意味を検証するリバーストランス

レーションの重要性と具体例がわかりやすく示されました。

ヒトで観察される画像変化の解釈という難題に対し、遺伝子改変

や神経回路操作を組み合わせて迫る姿勢が印象的でした。

基礎と臨床を往復する研究戦略の意義を改めて認識させられる講

演でした。

第50回精神病態セミナー
「ヒト脳構造画像研究結果を起点とする

基礎研究の提案」
演者：田中 謙二 先生
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